










当施設における若年型糖尿病の注射法の現状を検討した。 

毎月 1回通院を守り,検査に応じた患者 30 例を対照とした。 

30 例中 22 例(73.3％)はインスリン 1回注射法,30例中 8例(26.7%)は 2回注射法にてコン

トロールされていた。 

1回法は原則1回法で,朝中間型インスリン1回注射し,自己血糖測定にて,高血糖の時点の

み,毎日または時的に,短時間(速効性)インスリンを追加注射するものである。2 回法は図

1(Skyler,1980)の如く,朝とタに速効性と中間型インスリンの両者を注射射することを原

則とし，その量は Tamborlaneらの方法に準じて,33%速効性(Actrapid,Regular,Velosulim

など),67%中間型(Lente,NPH,Insulatard など)の二種のインスリンを組み合せ,1 日量の

2/3 量を朝に,1/3 量を夕に分割して皮下注射する。 


